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マツ枯れ後の海岸林の保全対策 －植栽クロマツ苗に対するマツノマダラカミ

キリによる加害の可能性－ 
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１．はじめに 

 マツ枯れ（マツ材線虫病）はマツノマダラカミキリを媒介昆虫としてマツノザイセンチュ

ウが引き起こす病害である。マツノマダラカミキリは羽化後にマツの枝を摂食し、そのタイ

ミングでマツノザイセンチュウを健全マツに感染させる。感染により衰弱したマツはマツ

ノマダラカミキリのメスの産卵場所となる。本報告では、マツ枯れ後の海岸林保全対策を検

討することを目的として、クロマツ幼齢木（写真 1）に対して、マツノマダラカミキリによ

るアタック（摂食および産卵）があるかどうか調査した結果を報告する。 

 

 写真 1．クロマツ植栽地の例 

 

2．調査地 

 調査は宮崎市内を流れる清武川の河口から北に約 1 ㎞の蠣原地区海岸林（田吉県有林）

2023 年 9 月 23 日～12 月 29 日まで行った（東経 131°27'、北緯 31°50'、標高 8 m）（図-1）。

最近 10 年間の年平均気温は 17.9 ℃、年平均降水量は 2737 mm、年平均風速は 4.17 m/s で

ある（宮崎市赤江観測所）。調査地は 2010 年まではクロマツ林が成立していたが、その後マ

ツ材線虫病の被害が増加したため多くのクロマツが枯死し伐倒された。2014 年以降、その

跡地に広葉樹とクロマツ苗が植栽されていった（図-1）。 
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 図-1．調査地の位置 

 

 

３．調査方法 

 マツ枯れ後に植栽されたクロマツの幼齢木（平均樹高 180 ㎝、平均胸高直径 2.5 ㎝）79 本

を対象に、マツノマダラカミキリの痕跡（摂食および産卵）を約 1 週間おきに目視で確認し

た。 

 写真 2．マツノマダラカミキリの産卵痕の例 
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４．結果 

 今回の調査では、調査期間中にマツノマダラカミキリの摂食および産卵痕のどちらも確

認されなかった。 

 

５．考察 

 今回の調査からは、クロマツ幼齢木が松枯れ被害にあったり産卵場所になったりする可

能性は低いと考えられた。ただし、過去には幼齢木も含めて大被害が発生したという報告も

ある。本調査地は毎年薬剤散布による防除が続けられている場所であり、本調査地周辺では

大きな被害は発生していない。本調査結果は、防除が続けられている通常の被害状況におい

ては幼齢木が松枯れ被害対象となりにくいことを示しており、激害時には幼齢木であって

も被害を受けるだろうと考えられる。 

 宮崎県では松枯れ被害が増加傾向であることから、今後も海岸マツ林における被害モニ

タリングが重要であるだろう。 


